
１．指定管理者名

２．指定期間

３．業務の範囲

配点 採点基準 分析、評価、指示等

─ ─

令和３年度（令和２年度実績）　総合評価書　　＜施設名　　池田保育園＞

社会福祉法人多治見市社会福祉協議会

平成28年4月1日　～　令和3年3月31日

（１）保育の実施に関すること（通常保育・延長保育・障がい児保
育・一時保育・地域子育て支援センター事業）
（２）施設及び設備の維持管理に関すること

４．採点表

評価項目 細目 実績(パーセントを求める場合は、小数点第1位を四捨五入) 得点

1
運営・利用状況
（40点）

(1)利用状況(10点)

①施設の利用率(利用時
間/日数×営業時間)

─ ─

（１）保育の実施に関すること
①年間利用延べ人数92名（0歳児6名　1歳児12名　2歳児13名　3歳児20名　4歳児20名　5歳児21名　うち支援を必要とする子8
名）
 年間保育日数292日
②延長保育年間延べ人数267名   　     元年度372名
③土曜保育年間延べ人数349名　　      元年度346名
④私的契約児　広域入所無し

期待以
上　36
点

・低年齢児、支援児の受
け入れに対し、加配職員
を配置するなど市の依
頼に協力的である
・延長保育及び土曜保
育については、保護者
の希望に応じて受け入
れができるよう適正に対
応している
・公立園の共通した取り
組みとして「習慣向上プ
ロジェクトたじみプラン」
に沿った事業を実施して
いる
・新型コロナウイルスの
影響で地域交流等多く
の園行事が中止となっ
たが、適切に感染防止
に取り組んでいた
・子育て支援センター事
業について、新型コロナ
ウイルスの影響で利用
人数は減少したものの、
積極的に事業実施に取
り組んでいる

②利用人数 ─ ─

36点

（３）その他
①職員全体会議を月1回実施するとともに、未満児・幼児・調理員・子育て支援センター各リーダーを設置し、定期的にリーダー
会議や年齢別会議を実施
②多治見市保育研究会（生活と遊び）、多治見市幼児教育研究会（運動遊び）に参加
③公立園長会に参加し情報交流やコロナ対応の共有を行う。内容に応じて職員に周知・徹底した
④運営懇談会３回実施（書面にて報告。3回目は施設見学を行い、委員に説明する機会を設けた）
⑤苦情等の窓口は、年度当初に保護者に周知するとともに、保護者の目の届く場所に常時掲示
⑥防災計画を作成し、避難訓練（火災・地震・水害・土砂災害・消防署立ち合い訓練１回、防火管理者による自主訓練１回）実
施。消防署立ち会い訓練では、消火栓訓練を実施。防犯訓練については年４回実施。地域駐在所警察官に子ども達には防犯
の話、職員には、防犯対策実践と安全確保について学び、２月の不審者侵入自主訓練に役立てることができた
⑦園児の健康管理は、嘱託医師（内科医2回、眼科医1回、歯科医1回）による検診を実施
⑧年度当初に保育施設及び運営に関する事項を説明し、同意書を受領
⑨保護者との連携においては、クラス懇談会（前期中止・後期1回）実施するとともに、日々においても日課ボードの活用や口頭
にて様子を知らせ、情報の共有に務めた
⑩保護者会と連携して行っていた「夏まつり」と「もちつき会」については、コロナ禍により保護者の参加は見送り、縮小して子ど
ものみで実施
⑪AＥＤ研修（11名）、東濃ブロック研修会（22名）、若草保育園と人事交流研修、岐阜県保育協議会研修会、多治見市が主催す
る各研修会、自主研修、虐待研修、子育て支援センター連絡会研修会等に参加し、資質向上に努めた（外部研修はすべてリ
モート研修）

（４）子育て支援センターの実施に関すること
①一時保育年間延べ（土曜日も含む）472名(休園期間あり)【元年度525名】
②開館年間295日　一般来館者総数　1626名（幼児864名　大人762名）
　【元年度開館日数289日　1824名(幼児977名　大人847名)】
③事業回数年間75回　参加者総数　756名（幼児393名　大人363名）
　【元年度事業回数 64回　1418名(幼児734名　大人684名)】
④園庭解放毎日開館　年間26日来所　114名（幼児64名　大人50名）
　【元年度　年間37日　232名(幼児131名　大人101名)】

（５）子育て支援センター内容に関すること
①季節行事（前期中止、ハロウィンパーティー、クリスマス会、お誕生日会）　②運動あそび（サーキットあそび）　③地域･多世代
間交流（コロナ禍により中止　花もち作り、しめ縄づくりは地域のお年寄りを募って実施したが交流無し）　④親の健康増進のた
めの講座（バランスボール、ママビクス）　⑤親のリフレッシュのための物づくり講座（干支作り）　⑥子ども講座（リトミック、手作り
おもちゃ）　⑦新たな取り組みとして土曜日に父親参加の行事を2回実施

(3)自主事業の企画・運営・実施

（２）保育内容に関すること
①特別保育　支援保育士を配置し、個々に応じた適切な支援を実施
②多治見市が推進するいきいき遊びや運動遊び、リズム遊びを年間を通じて取り組み、集中力と体力の向上に努めた
③異年齢交流を積極的に行い、思いやりやあこがれの気持ちを育てる取り組みを行った(朝の活動・誕生会・夏まつり等)
④障害者センター利用者(視覚障害者）との交流（コロナ禍によりプレゼントと手紙のやり取り）を通して障がいへの理解を深め
た
⑤地域交流については、コロナ禍により未実施
⑥食育の実施　バイキング給食時に食の3要素について学ぶ機会を設定　野菜栽培を行い調理体験を実施（年長児）　給食を
展示し、親子間での食について話す機会を促した。
⑦保護者参観日・懇談会の実施（前期中止・後期実施）、祖父母参観日は中止
⑧給食については、子ども支援課栄養士の指導管理のもと、主任と調理員が中心となってアレルギー対応を行うとともに、職員
に周知・徹底し安心安全な給食運営に努めた。3歳児保護者対象給食試食会は中止

(2)市の事業の企画・運営・実施状況（仕様書内） 40

保育の内容・質等が期待以
上：40～32点、保育の内
容・質等が例年通り：31～
24点、保育の内容・質等が
例年よりやや劣る：23～19
点、保育の内容・質等が例
年より劣る：18～8点、保
育の内容・質等が例年より
かなり劣る：7～0点
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点

・適切に実施されている

適正(普
通)　2
点

・適切に実施されている

適正(普
通)　2
点

・適切に実施されている

0

事故等への対応は減点対象
とする（事故なし及び事故
等の対応に不備なし：0
点、事故等対応に不備あ
り：△1点）

・事故等の対応に不備な
し

3 ― ―

2
施設管理状況
(30点）

(1)施設管理業務の実施状
況（15点）

①清掃

15

①チェック細目の丸数字の
各項目を４段階評価する
（適正（普通）：3点、一
部不備あり：2～1点、不備
あり：0点）
②５項目の合計点とする。

※駐車場は、期待以上：8
点、適正（普通）：6点、
一部不備あり：4点、不備
あり2点

(2)その他管理業務の実施
状況（15点）

①文書管理

15

①チェック細目の丸数字の
各項目を４段階評価する
（期待以上：3点、適正
（普通）：2点、一部不備
あり：1点、不備あり：0
点）
②５項目の合計点とする。

・保育室、調理室及びトイレ等の施設清掃１日１回実施
・ガラス、エアコンの清掃　年２回実施
・給食室換気扇の清掃　年４回実施
・給食室グリストラップの清掃　月１回実施（業者による清掃年1回実施）
・樹木の剪定2回、園舎周りの除草5回、園庭の清掃管理6回実施
・施設周辺の清掃　毎日

15点

②保守・点検

・備品の点検　年1回
・点検→職員による安全点検　月1回　専門業者による点検年1回
・砂場の砂の補充　年2回実施
・通報装置6回　消防用設備2回　電気工作物（月1回　総合点検1回）の保安点検は委託により実施

③保安・警備

・夜間・休日館内警備については委託により実施
・日中は玄関を２重に施錠すると共に、設置された防犯カメラの稼働状況を確認して日々の防犯に努めた

④小規模修繕

・職員トイレ暖房便座取り換え　1か所
・通用門金具取り換え
・屋外トイレ　手洗い水栓取り換え2か所　小便器水栓取り換え1か所
・園児用トイレ床修繕
・幼児手洗い水栓交換　2か所
・床暖房タイマー取り換え
・調乳室水栓取替

⑤危険箇所の把握（施
設の瑕疵）

・遊具の使用については使用前に安全確認実施
・毎月園舎内外の安全点検と日常業務の中で危険箇所を把握し、速やかに対応している。必要に応じて市へ連絡し、対応につ
いて協議している
・散歩コースの下見を必ず行うとともに、危険個所を記入することで職員間の情報共有に努めた

・文書目録に基づいて管理
・文書はファイルとデータで管理
・個人情報については鍵付きキャビネットで保管

10点

②環境への配慮

・多治見市の環境方針に準じ対応している。紙はリサイクル紙、裏紙を使用
・市役所や他の関係機関等の連絡は、可能なものについては極力メールで対応し、紙使用の削減に努めている
・冷房、暖房は適切な温度に設定し、環境に配慮すると共に、こまめにスイッチを切るなど節電に努めている
・飲食を伴う行事は、箸や食器の持参等で廃棄物の抑制に努めている（デイキャンプにて実践）
・廃材を利用したおもちゃ作りを提供している

③バリアフリー

・施設内は、段差のないバリアフリー構造であり、玄関から車椅子で入ることができる。園庭に出る際も、濡れ縁の両端はスロー
プになっており、車椅子でも出入りが可能
・車椅子用（多目的）のトイレが設置されている
・障がいがある子、支援が必要な子もみなひとつのクラスでの生活を保障（インクル―シブ教育）し、心のバリアフリーを目指す
保育をしている

④備品管理
・備品の点検を年1回実施。備品台帳に基づき管理している
・買い替えが必要な備品については要望書を作成し、担当課に提出

⑤個人情報保護

・個人情報は、施錠できるキャビネットに収納し管理
・法人において「個人情報保護管理規程」を作成し、年1回職員研修を実施
・個人情報が記載されている書類は不透明なファイルを使用し、関係者以外の目に触れないよう配慮

⑥事故等への対応

・保育中に起きた事故や怪我において速やかに子ども支援課に報告
・令和2年度事故状況　通院を伴う怪我５件（転倒による打撲２件　転倒による裂傷１件　耳に石を入れた事案１件　脱臼１件）
・令和2年度については、県報告対象の事故はなし
・園児、職員、その家族等のコロナ感染、濃厚接触者指定及びPCR受検情報等を適正に報告 0点

当該施設の経営状況
(0点)

①事業収支



10
期待以上：10～8点、適正
（普通）：7～5点、不備あ
り：4～1点

期待以
上　8点

・保育園行事等について
のアンケート等を実施
し、保護者ニーズの把握
に努め、行事の改善や
コロナ禍での実施方法
に繋げている

5

期待以上：5点、適正（普
通）：4点、不備あり：3～
1点
※苦情なしは5点とする

苦情無
し・期待
以上　5
点

・適切に実施されている

15

提案、姿勢、その他の成果
ポイント（アピール）が
期待以上：15～12点、適正
（普通）：11～9点、普通
未満～物足りない：8～0点

期待以
上　13
点

・コロナ感染症対策とし
て、園内の消毒、子ども
達の手洗い、保護者へ
の対応等、適正に行って
いる
・コロナ感染拡大防止に
より、多くの行事が中止
となったが、工夫して園
独自の代替策を講じて
いる
・剪定・除草作業、園庭
の水はけ対策など環境
整備という面では、かな
り努力している

0

提出書類の遅れ・不備に応
じて減点対象とする（遅
れ・不備内容の程度により
△1～△3点）
一部遅れ・不備あり(軽
微)：△1、一部遅れ・不備
あり(中程度)：△2、一部遅
れ・不備あり(それ以下)：
△3

遅れ・
不備な
し　減
点なし

・適切に実施されている

0

指示への対応等に応じて減
点対象とする（対応等の内
容により△1～△3点）
指示等なし・対応等が期待
どおり：減点なし、対応等
が期待以下(軽微)：△1、対
応等が期待以下(中程度)：
△2、対応等が期待以下(そ
れ以下)：△3

指示等
なし・対
応等が
期待ど
おり　減
点なし

・適切に実施されている

全体的な評価
・地域や学校との連携を
重視し、市の重点施策
にも取り組み保育運営を
行っている
・特に令和２年度は、新
型コロナウイルス感染症
対策として、園行事の中
止・縮小等適正に対応し
ている
・安心・安全な保育実施
という面でも、コロナ禍に
おいて、園内消毒等感
染防止策を適切に実施
している

4
より良い施設運営
のための取組
(30点)

(1)市民・利用者の声の反
映
（15点）

①ニーズの把握・事業への反映

・保育園、保護者会による意見ポストの設置
・園からのアンケート実施（各行事について・コロナ禍での運動会について）、保護者懇談会（５月中止・２月実施）
・日々の連絡帳によるニーズの把握に努め、速やかに対応した
・支援センターでは、行事開催後アンケートを実施し、ニーズの把握に努めた（8月おまつり・12月クリスマス会）
・保護者会役員と話し合う機会を設けた（２回）

8点

②苦情対応

・第三者委員評価委員への報告に至るような苦情はなし
（苦情解決責任者（園長）、苦情受付担当者（主任保育士）、第三者委員を公示して保護者へ周知）

5点

(2)より良い施設運営・事業実施のための提案・姿
勢、上記１～３の評価に反映されないその他の成
果ポイント（15点）

・休園期間中に、親子遊びや制作など自宅で取り組める活動をホームページにて情報提供
・毎年行っていた福祉施設利用者との交流事業はコロナ禍の為、直接的な交流はできなかったが、プレゼントや手紙の交換に
よる交流を実施（障害者センター利用の視覚障害者）
・毎日の給食を掲示している。また、「給食だより」にて子ども達に好評な給食やおやつのレシピを紹介。保護者の方からは「早
速に家で作ってみた」「簡単に作れておいしかった」等喜ばれた
・年長児対象にデイキャンプ、食育の一環としてカレー作り体験を実施
・側溝の清掃を年３回行い、大雨時の園庭の水はけ対策を心掛けている
・園舎まわりの高木の剪定や除草、清掃、園前の公道と辛沢川の法面の除草を行い、日々環境整備に努めた
・地域の駐在警察官を招き、園児には防犯の話、職員には防犯対策を指導いただき、日々の防犯意識を高めた
・新型コロナウイルス感染症対策として、マスクの着用、手洗いの徹底、園内の消毒等適正に実施

13点

5
その他
(減点方式）

(1)報告書類の提出状況

・報告書類等の提出は、期限を遵守し確実に提出

0点

(2)市からの指示等への対応（報告書類の提出以
外）等

・多治見市の保育方針に基づき保育体制を整え、保育を実践した（いきいき遊び・運動、リズム遊び、体力づくり、インクルーシ
ブ教育）
・子ども支援課による訪問や教育委員会による訪問時に適宜指示を仰げる時間を設定した（園訪問・巡回相談・教育長訪問等）
・園児、職員、その家族についての新型コロナウイルス感染情報（PCRや抗原検査の受検を含む）の報告について適正に対応

0点

合計 100

【４段階評価】
極めて良好　　　100～85
点
良好　　　　　　　　84～
65点
努力が必要　　　 64～45点
取消し等を検討　44点以下

合計87点

極めて良
好


